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(様式２）

国立大学法人福井大学

差　　　額
（決算－予算）

 収入 　 　 　
運営費交付金 9,875 10,633 758 （注１）
施設整備費補助金 1,597 2,094 497 （注２）
船舶建造費補助金 0 0 0
補助金等収入 15 1,200 1,185 （注３）
国立大学財務・経営センター施設費交付金 47 47 0
自己収入 13,601 15,591 1,990

授業料、入学料及び検定料収入 2,926 2,922 △ 4 （注４）
附属病院収入 10,556 12,356 1,800 （注５）
財産処分収入 0 0 0
雑収入 119 313 194 （注６）

産学連携等研究収入及び寄附金収入等 1,324 1,682 358 （注７）
引当金取崩 70 70 0
長期借入金 715 701 △ 14 （注８）
貸付回収金 0 0 0
承継剰余金 26 26 0
旧法人承継積立金 0 0 0
目的積立金取崩 621 838 217 （注９）

計 27,891 32,882 4,991
 支出

業務費 20,069 22,965 2,896
教育研究経費 10,326 10,321 △ 5 （注１０）
診療経費 9,743 12,644 2,901 （注１１）

一般管理費 3,244 2,864 △ 380 （注１２）
施設整備費 2,359 2,842 483 （注１３）
船舶建造費 0 0 0
補助金等 15 1,199 1,184 （注１３）
産学連携等研究経費及び寄附金事業費等 1,324 1,297 △ 27 （注１４）
貸付金 0 0 0
長期借入金償還金 880 866 △ 14 （注１５）
国立大学法人財務・経営センター施設費納付金 0 0 0

計 27,891 32,033 4,142

収入－支出 0 849 849

○予算と決算の差異について

（注８）長期借入金については、入札金額が低額となったことにより、予算金額に比して決算金額が14百万円少額となっています。

（注15）長期借入金償還金については、（注８）に示した理由により、予算金額に比して決算金額が少額となっています。

（注14）産学連携等研究経費及び寄附金事業費等については、目的積立金による執行を行ったため、予算金額に比して決算金額が少額
となっています。

（注13）施設整備費、補助金等、については、（注２，３）に示した理由により、予算金額に比して決算金額が多額となっています。

（注12）一般管理費については、経費の節減に努めたことにより、予算金額に比して決算金額が380百万円少額となっています。
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区　　分 予　算　額 決　算　額 備　　　考

（注７）産学連携等研究収入及び寄附金収入等については、国（の各組織、特殊法人及び民間）からの受託研究・共同研究、受託事業
の獲得増、寄附金の受入増により、予算金額に比して決算金額が358百万円多額となっています。

（注11）診療経費については、（注５）に示した理由により、予算金額に比して決算金額が2,901百万円多額となっています。

（注１）運営費交付金については、決算額には平成２０年度繰越運営費交付金債務を含むため、予算金額に比して決算金額が758百万円
多額となっています。

（注３）補助金等収入については、予算段階では予定していなかった補助金の獲得増により、予算金額に比して決算金額が1,185百万円
多額となっています。

（注４）授業料、入学料及び検定料収入については、予算段階の見込みより定員超過学生等が減少したことにより、予算金額に比して
決算金額が4百万円少額となっています。

（注５）附属病院収入については、平均在院日数の短縮、手術件数の増等による診療単価の増により、予算金額に比して決算金額が
1,800百万円多額となっています。

（注９）目的積立金取崩については、教育研究の質の向上に充てるため、予算金額に比して決算金額が217百万円多額となっています。

（注６）雑収入については、主として科学研究費補助金等の間接経費の受入増により、予算金額に比して決算金額が194百万円多額と
なっています。

（注10）教育研究経費については、経費の節減に努めたこと、任用計画見直しにより、予算金額に比して決算金額が5百万円少額となっ
ています。

（注２）施設整備費補助金については、平成２１年度の補正予算により、予算金額に比して決算金額が497百万円多額となっています。


